
媒体(流体だったり固体だったり)内の 速度分布や温度分布 などの空間分布やその時間変化を知るためには
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　何をどう考えれば良いのだろうか？　　

補足５　Control Volume に出入りする物理量 と 導出される微分方程式の意味
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財布身の回りで考える
　財布とお金

最初に財布の
中にあるお金

例えば2000円
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もらった

例えば500円

プレゼント
を買った

例えば1000円
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最初に財布の
中にあるお金

例では1500円

ある一定期間で財布に出入りしたお金最初にあったお金
一定期間経過後の財布の中のお金

ある領域内に
ある瞬間にある量

一定期間経過する間にその領域内に出入りする量
入る量 出る量 その瞬間から一定期間経過した

後にその領域内にある量＋ ̶ ＝

CV

CVの表面を通
過して入ってく
る流れがある

CVの表面を通
過して出てゆく
流れがある

その体積は
（面に垂直な流速成分)×(経過時間)×(流体が通過した面積）

（流束)×(経過時間)×(流体が通過した面積）
　　　（この項目で質量の出入りはない）
　　(運動量)＝(粘性せん断力) ×(面積) ×(経過時間)
　　(熱)＝(熱流束)×(面積)×(経過時間)
　　(物質量)＝(物質流束)×(面積)×(経過時間)

入る
出る

入る

出る

流れ込んでいる体積から次の量を計算する
　　(質量)＝(体積)×(密度)
　　(運動量)＝(体積)×(密度)×(速度)
　　(熱)＝(体積)×(密度)×(比熱)×(温度)
　　(物質量)＝(体積)×(濃度)

流れに乗って
に出入りする移流分

移動速度式

科学的にはある領域，ある瞬間，一定期間という表現は曖昧で，領域を空間内のある一点を含む微小領域（微小増分幅で区切られた領
域）と時間ｔから微小時間ｄｔ経過するまでと考えることによって位置と時間に関する物理量の微分方程式を導出することができる。

Control Volumeに最初に
あった物理量はCVの体積か
ら求めることができる

CVの体積から
　(質量)＝(体積)×(密度)
　(運動量)＝(体積)×(密度)×(速度)
　(熱)＝(体積)×(密度)×(比熱)×(温度)
　(物質量)＝(体積)×(濃度)

一定時間経過後の物理量も
同様に計算できる
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移流分(体積)

速度式(運動量)

vxdtdydz×ρ × vx
vxdtdydz×ρ

移流分(運動量)
移流分(熱) vxdtdydz×ρ ×CP ×T
移流分(物質) vxdtdydz×C
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dydzdt速度式(熱)

−D ∂C
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dydzdt速度式(物質)

例えば微小サイコロのxの面
例えば微小サイコロ

dxdy

dz

一定時間経過後のCVの　
（質量）：連続の式
 (運動量)：運動の式
       (熱)：熱移動の式
    (物質)：物質移動の式

(体積)
(運動量)
(熱)
(物質)

dxdydz×ρ

dxdydz×ρ ×CP ×T
dxdydz×ρ × vx

dxdydz×C

媒体(流体だったり固体だったり)内の速度分布各座標系での Control Volume (CV) が存在しているそのdt時間
での水槽内のインクの移動量（物質量）とその収支を考える


